 (
記入例
)施　設　利　用　助　成　金　交　付　申　請　書

令和　　年　　月　　日
 (
日付は
空欄
でお願いします
)公益財団法人大野城市スポーツ協会
会 　 長　　　井 上　　順 吾　様

団 体 名　　○○協会
住　　所　　大野城市○－△－□□
代表者名　　大野　太郎　　　　㊞

 (
代表者名と代表者
印
をお願いします
)令和７年度大野城市施設利用助成金( 前期 ・ 後期 )について、助成金の交付を受けたいので、公益財団法人大野城市スポーツ協会施設利用助成金交付要領及び大野城市補助金交付規則ほか関係規程を承知の上、関係書類を添えて下記のとおり申請します。

記

１．助成事業の目的及び内容　
地域住民の日常的な生涯学習活動等の促進、定着をはかり、スポーツ・文化及び生涯学習によるコミュニティづくりを推進するための活動場所として、市内の生涯学習施設を利用することを目的とし、その施設の使用料及び利用料金の一部を補助対象経費として助成を受ける。

 (
｢様式－10｣の
助成
金額《c》
を記入
)２．助成金の額	１２１，９７０円

３．事業の計画内容
生涯学習施設を定期使用及び大会等に使用し、助成金の限度額以内で助成を受ける。

４．助成事業の執行に関する収支計画及び事業計画
別紙のとおり


別紙

助成事業の執行に関する収支計画及び事業計画

（団体名：　　　　　　　　　　）
（種目名：　　　　　　　　　　）
（使用会場：　　　　　　　　　）
４月～９月（定期使用前期分）
	
	定期使用
予定回数
Ａ
	使用料金単価
（照明料含）
Ｂ【税込】
	使用料金
合計【税込】
Ｃ（Ａ×Ｂ）
	助成対象額
小　　計
Ｄ（Ｃの10円未満切捨て）
	助成額
Ｅ（Ｄ×助成率）

	４月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	５月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	６月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	７月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	８月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	９月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	合　　計
	円
	円





別紙

助成事業の執行に関する収支計画及び事業計画

（団体名：　　　　　　　　　　）
（種目名：　　　　　　　　　　）
（使用会場：　　　　　　　　　）
１０月～３月（定期使用後期分）
	
	定期使用
予定回数
Ａ
	使用料金単価
（照明料含）
Ｂ【税込】
	使用料金
合計【税込】
Ｃ（Ａ×Ｂ）
	助成対象額
小　　計
Ｄ（Ｃの10円未満切捨て）
	助成額
Ｅ（Ｄ×助成率）

	10月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	11月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	12月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	１月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	２月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	３月
	　回×　時間＝

	
	円
	円
	円

	合　　計
	円
	円







施　設　利　用　助　成　金　概　算　払　請　求　書
 (
記入例
)
令和　　年　　月　　日
 (
日付は
空欄
でお願いします
)公益財団法人大野城市スポーツ協会
会 　 長　　　井 上　　順 吾　様
団 体 名　　○○協会
住　　所　　大野城市○－△－□□
 (
代表者名と代表者
印
をお願いします
)代表者名　　大野　太郎　　　　㊞

 (
｢様式－10｣の
合計《a》-冷暖房料《b》
を記入
) (
様式-10の
合計(領収書)《a》
を記入
)令和７年度大野城市施設利用助成金（前期・後期）について金１２１，９７０円を概算払いによって交付されるよう請求します。
 (
様式-10の
助成
金額《c》
を記入
)
記
１　助成金請求額内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　　　分
	助成金交付申請による
	助成金交付決定
通知による助成額

	
	総事業費
	助成事業に
要する経費
	

	施設利用助成金
	１４４，８３０
	１４０，４３０
	１２１，９７０



	前回までの
受　領　額
	今回助成金
請求額
	助成金残額
	備　　考

	０
	１２１，９７０
	０
	


 (
様式-10の
助成
金額《c》
を記入
)２　概算払いを必要とする理由
　　当該事業実施にあたり必要経費を随時支出する必要があるため。

３　助成金振込先
	振込先
	　　　　　銀行
農協
	大野城 支店
	普通・当座
	預金№1234567

	預金
名義
	フリガナ
	ﾏﾙﾏﾙｷｮｳｶｲ  ﾀﾞｲﾋｮｳ  ｵｵﾉ  ﾀﾛｳ

	
	名　義
	○○協会　代表　大野　太郎

	
	住　所
	 (
必ずふりがなを記入してください
)大野城市○－△－□□　　　℡０９２－１２３－４５６７



施　設　利　用　助　成　金　実　績　報　告　書
 (
記入例
)
令和　　年　　月　　日
公益財団法人大野城市スポーツ協会
会 　 長　　　井 上　　順 吾　様
 (
日付は
空欄
でお願いします
)
団 体 名　　○○協会
住　　所　　大野城市○－△－□□
 (
代表者名と代表者
印
をお願いします
)代表者名　　大野　太郎　　　　㊞

令和７年度大野城市施設利用助成金交付事業（ 前期 ・ 後期 ）の実績について、下記のとおり報告します。

記
１．事業の目的
地域住民の日常的な生涯学習活動等の促進、定着をはかり、スポーツ・文化及び生涯学習によるコミュニティづくりを推進するための活動場所として、市内の生涯学習施設を利用することを目的とする。

２．事業の実績内容　　　　　別紙のとおり

３．事業経費収支計画書　　　別紙のとおり

４．助成金の精算額
 (
①に、前期に概算払い(前払い)
を
受けている団体は、｢
助成
金交付決定｣の｢
助成
内示金額
｣を記入してください。
※振込み額ではありません。
)
①概算交付額　　　　　　　　　　　０円
②助成金の実績額　　　１２１，９７０円
③請求額（返還額）　　１２１，９７０円（②－①）

 (
②に｢様式―10｣の
助成
金額《c》の金額
を記入してください。
)






































 (
記入例
)施　設　利　用　助　成　金　請　求　書

令和　　年　　月　　日
 (
日付は
空欄
でお願いします
)公益財団法人大野城市スポーツ協会
会 　 長　　　井 上　　順 吾　様
団 体 名　　○○協会
住　　所　　大野城市○－△－□□
 (
代表者名と代表者
印
をお願いします
)代表者名　　大野　太郎　　　　㊞

令和７年度大野城市施設利用助成金（ 前期・後期 ）について金 １２１，９７０ 円を交付されるよう請求します。
 (
｢様式－10｣の
合計《a》－冷暖房料《b》
を記入
)
 (
｢様式－10｣の
合計(領収書)《a》
を記入
)記
 (
｢様式－10｣の
助成
金額《c》
を記入
)
１　助成金請求額内訳
（単位：円）
	区　　　分
	助成金交付申請による
	助成金交付額
確定通知に
よる助成額

	
	総事業費
	助成事業に
要する経費
	

	施設利用助成金
	１４４，８３０
	１４０，４３０
	１２１，９７０



	前回までの
受　領　額
	今回助成金
請求額
	助成金残額
	備　　考

	０
	１２１，９７０
	０
	


 (
｢様式－10｣の
助成
金額《c》
を記入
)
２　助成金振込先
	振込先
	　　　　　銀行
農協
	大野城 支店
	普通・当座
	預金№1234567

	預金
名義
	フリガナ
	ﾏﾙﾏﾙｷｮｳｶｲ  ﾀﾞｲﾋｮｳ  ｵｵﾉ  ﾀﾛｳ

	
	名　義
	○○協会　代表　大野　太郎

	
	住　所
	 (
必ずふりがなを記入してください
)大野城市○－△－□□　　　℡０９２－１２３－４５６７



施　設　利　用　助　成　金　変　更　承　認　申　請　書

令和　　年　　月　　日
 (
日付は
空欄
でお願いします
)
公益財団法人大野城市スポーツ協会
会 　 長　　　井 上　　順 吾　様

団 体 名　　○○協会
住　　所　　大野城市○－△－□□
 (
代表者名と代表者
印
をお願いします
)代表者名　　大野　太郎　　　　㊞


令和７年４月２４日付７公財大ス協事第７７号で助成金の交付決定を受けました、令和７年度大野城市施設利用助成金については、下記のとおり事業を変更したいので関係書類を添えて申請します。

記

１．計画変更書等　　　　　　別紙のとおり

２．計画変更理由

 (
必ず理由を明記してください。
)
―　様式－8　―

―   様式－ 1   ―   施   設   利   用   助   成   金   交   付   申   請   書     令和    年    月    日   公益財団法人大野城市 スポーツ 協会   会       長      井   上     順   吾   様     団   体   名    ○○ 協会   住    所    大野城市○－△－□□   代表者名    大野   太郎       ㊞     令和 ７ 年度大野城市施設利用 助成 金 (  前期   ・   後期   ) について、 助成 金の交付を 受けたいので、 公益 財団法人大野城市 スポーツ 協会 施設利用助成金交付要領及び大 野城市 補助金交付規則ほか関係規程を承知の上、関係書類を添えて下記のとおり申 請します。     記     １． 助成 事業の目的及び内容     地域住民の日常的な生涯学習活動等の促進、定着をはかり、スポーツ・文化 及び生涯学習によるコミュニティづくりを推進するための活動場所として 、 市 内の生涯学習施設を利用することを目的とし、 その施設の使用料及び利用料金 の一部を補助対象経費として助成を受ける。     ２． 助成 金の額   １２１，９７０ 円     ３．事業の計画内容   生涯学習施設を定期使用及び大会等に使用し、 助成 金の限度額以内で助成を 受ける。     ４． 助成 事業の執行に関する収支計画及び事業計画   別紙のとおり      

記入例  

｢様式－ 10 ｣の 助成 金額《 c 》 を記入  

代表者名と代表者 印 をお願いします  

日付は 空欄 でお 願いします  

